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——————————要約——————————

本研究では，グーグル検索を用いた2つのキーワードか
らの発想支援について考える. 既存の発想支援システム
では1つのキーワードから発想を広げていくものが多かっ
た. そこで,複数のキーワードから関連する単語を用いる
ことでより効率の良い発想支援につながると考えた.

キーワード：テキストマイニング，発想支援,
共起ネットワーク

———————— 1 はじめに————————

現在，AIの発達に伴って発想支援についての研究も進
んでいる. これからの時代はよりアイデア発想が重要に
なってくると考える.
そこで現状の発想支援について,複数のキーワードから
の発想支援に着目した.
本研究では，複数のキーワードについて共起ネットワー
クからその関連語をランキング形式で表示する事を考え
る.

図1 イメージ図

———— 2 発想支援システムとは————

2.1 サイバー空間からのテキストデータの収集

発想支援において重要なことはキーワードからより関
連度の高い単語をより多く表示させることである.
そこで,より良いデータを多く収集するためにサイバー
空間からテキストデータを収集することとする.

図2 クリティカルパスの最小化

2.2 テキストマイニング
テキストマイニングとは,大量かつ多量なデータを様々
な観点から分析し,役に立つ情報を取り出そうとする技術
である.
今回,インターネット上のテキストを用いることで大量
のデータを活用することができる.

図3 テキストマイニングの流れ

2.3 既存の発想支援と課題
既存の発想支援システムにはAIブレストスパーク[2]の
ひらめきマップがある. このツールはキーワードを入力す
るとその単語に共起する関連語を表示して発想支援に役
立てるというものである. 課題としては複数のキーワード
に関して,それらのキーワードの関連語を表示することが
できないことである

図4 作業履歴を用いたパラメータ設定

—— 3 データドリブンによる最適化——

3.1 単語の分散表現ベクトル
単語をベクトル表現する技術がある.（word2vec)
複数のキーワードの関連語がなかった場合にも発想支援
できるように単語をベクトル表現することで近いベクト
ルの単語同士を関連語として見れるのではないかと考え
る. .

図5 ファジィ・ランダム

3.2 複数のキーワード間の共起ネットワーク
jaccard係数を使って共起ネットワークを作成する
J(A,B) =

図6 共起ネットワーク作成の流れ

しかし，.

図7 目的関数のメンバシップ関数とファジィ目標の導入

また.

図8 確率最大化モデルに基づいた変換

3.3 nodeの強さを考慮したランキング
今回の目的のnodeの強さを考慮したランキン
グを作成するため

.

図3 時間費用関数と多目的最適化問題

———- 4 数値実験ならびに考察———-
今回は.

図9 GAを用いた数値実験例

———————— 5 おわりに————————

本研究では，.

図10 今後の課題

ベイジアンネットワークなど他の方法も検討する.
システムの評価方法についての考察をする.
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